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連
日
猛
暑
日
が
続
い
た
令
和
６
年
度
で

す
。
菊
武
学
園
で
学
ぶ
学
生
、
生
徒
、
園

児
約
４
０
０
０
名
の
在
校
生
の
皆
さ
ん
は

元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
か
。
保
護
者
の

皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
ご

支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
教

職
員
の
方
々
に
も
日
々
の
愛
情
教
育
の
ご

尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
８
月
の
お
盆
に
日
本
よ
り
更
に

暑
い
イ
ン
ド
に
行
き
、
イ
ン
ド
の
教
育
の

現
状
を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
イ
ン

ド
は
、
世
界
的
Ｉ
Ｔ
企
業
や
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
や
シ
ャ
ネ
ル
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
の
ト
ッ
プ
に
イ
ン
ド
出
身
の
人
が
就

い
て
お
り
、
こ
の
人
達
の
よ
う
な
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
が
母
国
で
ど
の
よ
う
な
教
育
を

受
け
て
育
っ
た
か
が
世
界
中
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
い
っ
た

科
学
技
術
の
進
歩
等
に
よ
り
、
世
界
は
急

速
に
変
化
し
、
世
界
で
最
も
多
く
の
若
者

人
口
を
抱
え
る
イ
ン
ド
で
は
、
こ
の
若
者

た
ち
に
質
の
高
い
教
育
の
機
会
を
提
供
す

る
た
め
に
、
脳
の
発
達
の
85
％
以
上
は
６

歳
ま
で
に
起
こ
る
こ
と
に
着
目
し
て
幼
児

教
育
を
重
視
す
る
教
育
内
容
の
改
革
に
取

り
組
み
、
学
校
制
度
が
こ
れ
ま
で
の
ス
タ

ー
ト
を
３
年
早
め
た
形
で
３
歳
か
ら
始
ま

る
「
５-

３-

３-

４
制
」
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
イ
ン
ド
の
私
立
校
は
、
幼
稚
園
か
ら

高
校
ま
で
の
一
貫
校
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、

最
新
の
設
備
と
高
度
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

備
え
て
お
り
、
学
生
に
多
様
な
学
び
の
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
授
業
は
、
基
本
的
に
全
科
目
英

語
で
行
わ
れ
、
教
科
書
も
全
て
英
語
で
、

幼
少
期
か
ら
日
常
的
に
英
語
を
使
う
機
会

が
多
く
あ
り
ま
す
。
学
校
で
も
英
語
力
を

生
か
し
て
海
外
と
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い

る
他
、
家
族
や
親
戚
に
も
海
外
在
住
の
人

が
い
る
な
ど
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る

こ
と
が
日
本
よ
り
も
身
近
な
環
境
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ド
の
新
し
い
教
育
方

針
で
は
、
従
来
の
暗
記
型
教
育
か
ら
「
学

び
方
を
学
ぶ
」
教
育
へ
と
転
換
が
強
調
さ

れ
て
お
り
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ

や
問
題
解
決
、
教
科
の
垣
根
を
超
え
た
創

造
的
思
考
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
変
化
へ

の
適
応
法
を
学
ぶ
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
教
育
は
論
理

的
な
思
考
力
や
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を

問
わ
れ
る
「
全
人
的
教
育
」
が
モ
ッ
ト
ー

で
、
経
験
的
・
探
究
的
な
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
ベ
ー
ス
の
も
の
に
進
化
す
る
必
要

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
柔

軟
で
楽
し
い
教
育
と
い
う
点
も
重
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
本
学
園
の
教
育

方
針
に
似
た
内
容
の
も
の
で
あ
り
、
私
の

目
指
す
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
時
代
に
必
要
な
教

育
は
、Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
等
の
先
端
技
術
を
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
す

べ
て
の
人
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る

未
来
社
会
の
姿
で
す
。
少
子
高
齢
化
に
よ

る
人
手
不
足
、
地
方
の
過
疎
化
、
気
候
変

動
や
環
境
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、
現
在
の

日
本
は
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

本
学
の
教
育
は
全
て
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、未
来
を
見
据
え
て
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
推
進
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
や
デ
ジ
タ
ル
教
育
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
重
視
し
つ
つ
、
教
育
の
質
の
向

上
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

日
本
は
、
先
端
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で

こ
の
よ
う
な
社
会
的
な
課
題
を
解
決
す
る

と
と
も
に
、
経
済
も
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
に
も
、「
人
間
中
心
の
社
会
」
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
職
業
教
育
」
と

「
愛
情
教
育
」
を
基
盤
に
、Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
地
元
地
域
や
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍

で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
英
語
や
異
文
化

理
解
の
教
育
も
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
改
革
を
通
じ
て
、
日
本
の
教
育

の
明
る
い
未
来
に
貢
献
し
続
け
て
い
き
ま

す
。
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず
、

在
校
生
や
教
職
員
の
方
々
と
成
長
や
幸
せ

を
感
じ
ら
れ
る
本
学
で
し
か
で
き
な
い
菊

武
教
育
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と

も
変
わ
ら
な
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

名
古
屋
産
業
大
学
で
は
、
令
和
７
年
４

月
よ
り
既
設
の
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
に

「
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
通
信
教
育
課
程
」

（
定
員
２
０
０
名
）
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

現
代
の
産
業
界
で
は
、Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ（
ブ
ー

カ
）
と
い
わ
れ
る
予
測
困
難
な
時
代
に
直

面
す
る
中
で
、
自
分
に
合
っ
た
学
び
方
を

求
め
る
若
者
や
社
会
に
出
て
か
ら
学
び
直

し
を
希
望
す
る
社
会
人
に
、
多
様
な
教
育

機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
通
信
教
育
課
程

を
設
置
し
ま
す
。　

　

通
信
教
育
課
程
は
、
社
会
人
と
し
て
の

広
い
視
野
と
理
解
力
を
持
ち
、
経
済
・
経

営
の
基
礎
的
、
専
門
的
な
知
識
・
能
力
を

修
得
し
、
社
会
変
化
へ
の
対
応
力
を
身
に

付
け
、
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
抱
え
る
課
題

に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

通
信
教
育
課
程
で
は
、
経
済
学
、
経
営

学
の
知
識
を
ベ
ー
ス
に
、
社
会
の
変
化
に

対
応
す
る
際
に
必
要
と
な
る
「
情
報
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」「
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
人
材
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
未
来
の
自
分
づ
く
り
の
た
め
に
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
新
し
い
学
び
の
ス
タ
イ

ル
で
授
業
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

最
新
技
術
を
用
い
て
、
バ
ー
チ
ャ
ル
キ
ャ
ン
パ

ス
を
開
設
し
、
バ
ー
チ
ャ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
上
で
学

生
支
援
や
学
生
交
流
の
場
づ
く
り
を
行
う
と
と
も

に
、
企
業
と
連
携
し
、
メ
タ
バ
ー
ス
を
利
用
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
就
業
力
を
身
に
つ

け
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

令和7年4月

名古屋産業大学に

通信教育課程を新設

令和7年4月

名古屋産業大学に

通信教育課程を新設

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
新
た
な

　
　
　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
輩
出
す
る
学
園
の
未
来
を
夢
見
て

　

人
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菊

園
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武
菊
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木
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弘



　

菊
華
高
等
学
校
保
育
・
福

祉
コ
ー
ス
は
、
毎
年
「
愛
知

県
高
校
生
介
護
技
術
コ
ン
テ

ス
ト
」に
出
場
し
て
い
ま
す
。

今
年
で
第
10
回
目
を
迎
え
、

７
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
「

第
10
回
愛
知
県
高
校
生
介
護

技
術
コ
ン
テ
ス
ト
」（
愛
知

県
高
等
学
校
福
祉
教
育
研
究

会
主
催
）
に
出
場
し
た
３
人

の
生
徒
は
、
福
祉
を
学
び
始

め
て
３
か
月
余
り
で
し
た
が
、

今
で
き
る
す
べ
て
の
こ
と
を

出
し
切
っ
て
自
主
練
習
を
し

た
り
、
コ
ー
ス
の
先
輩
た
ち

か
ら
の
熱
い
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
い
た
り
、
た
く
さ
ん

の
努
力
の
結
果
、
東
海
大
会

へ
の
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
８
月
23
日
に
開

催
さ
れ
た
「
第
９
回
東
海
地

区
高
校
生
介
護
技
術
コ
ン
テ

ス
ト
」（
東
海
地
区
福
祉
高

等
学
校
長
会
主
催
）
で
は
、

福
祉
を
学
ぶ
高
校
生
た
ち
や

応
援
い
た
だ
い
た
様
々
な
方

と
の
新
た
な
繋
が
り
に
な
り

ま
し
た
。
全
国
大
会
へ
の
チ

ャ
ン
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
身

近
で
応
援
し
て
く
れ
た
家
族

や
友
人
、
先
生
方
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
も
大
き
く
な
り
ま

し
た
。
１
年
生
３
名
で
立
ち

向
か
っ
た
介
護
技
術
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
心
の
成
長
の
き
っ

か
け
と
な
る
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

　

介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

課
題
に
取
り
組
み
、
探
究
を

行
い
、
介
護
に
お
け
る
専
門

性
の
あ
る
課
題
事
例
に
対
し

て
技
術
と
ア
ピ
ー
ル
を
競
う

大
会
の
た
め
、
日
頃
の
学
習

活
動
で
も
し
っ
か
り
活
か
し

て
福
祉
の
学
び
で
あ
る
「
生

き
が
い
の
支
援
」
が
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
実
践
活
動
を

通
し
て
、
学
び
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲介護技術コンテストに臨む生徒

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

                    

ダ
ン
ス
披
露

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

                    

ダ
ン
ス
披
露

「
東
海
地
区
高
校
生
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
」
出
場

「
東
海
地
区
高
校
生
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
」
出
場

　

生
徒
た
ち
が
９
月

の
文
化
祭
で
、Ｊ
Ｃ
Ｖ

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世

界
の
子
ど
も
に
ワ
ク

チ
ン
を
日
本
委
員
会
）
と
協

力
し
、
ワ
ク
チ
ン
で
助
か
る

小
さ
な
命
を
救
い
た
い
と
い

う
思
い
で
集
め
た
３
万
個
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を

使
い
作
っ
た
「
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｋ

Ａ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｏ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ

Ｄ
」
を
体
育
館
の
外
壁
に
展

示
し
ま
し
た
。

　

文
化
祭
ま
で
の
期
間
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の

回
収
、
洗
浄
、
塗
装
や
各
ク

ラ
ス
に
作
っ
て
も
ら
う
マ
リ

オ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
下
絵
な

ど
、
準
備
を
行
う
た
め
に
必

要
な
人
数
が
な
か
な
か
集
ま

ら
な
い
中
で
も
、
生
徒
た
ち

は
み
ん
な
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
前
期

生
徒
会
は
、
文
化
祭
に
向
け

て
自
分
の
考
え
た
企
画
と
向

き
合
い
、
夏
休
み
期
間
や
台

風
10
号
が
接
近
し
て
い
た
時

も
ど
う
に
か
人
を
集
め
て
、

企
画
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に

力
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

文
化
祭
前
に
な
ん
と
か
作
品

を
飾
れ
る
状
態
に
な
り
、
文

化
祭
当
日
は
、
体
育
館
の
外

壁
を
埋
め
尽
く
す
よ
う
に
マ

リ
オ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
全
体

に
統
一
感
の
あ
る
印
象
を
与

え
る
作
品
と
な
り
、
生
徒
み

ん
な
が
写
真
を
撮
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
光
景
を
見
て
達

成
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
３
万
個
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
は
、

Ｊ
Ｃ
Ｖ
を
通
じ
て
ワ
ク
チ
ン

に
変
え
、
開
発
途
上
国
の
子

ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
届

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

z

▲文化祭で展示したKIKUKA MARIO WORLD　

「
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ａ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｏ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
」
展
示

「
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ａ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｏ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
」
展
示

▲ふれあいコンサートで熱演するダンス部

　

ダ
ン
ス
部
は
、
10
月
12
日

と
10
月
13
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
陸
上
自
衛
隊
守
山
駐

屯
地
で
開
催
さ
れ
た
「
第
10

師
団
創
立
62
周
年
・
守
山
駐

屯
地
創
設
65
周
年
記
念
行
事

」
に
参
加
し
、「
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
」
に
出
演
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
陸
上
自
衛
隊
第

10
音
楽
隊
の
隊
員
の
方
々
が

「
キ
ク
カ
ダ
ン
ス
」「
桜
色
舞

う
こ
ろ
」「
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ミ
ッ

キ
ー
」
を
演
奏
さ
れ
、
そ
の

演
奏
に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
部

が
踊
る
素
敵
な
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
生

演
奏
で
踊
る
こ
と
が
で
き
、

部
員
た
ち
は
身
体
だ
け
で
な

く
、
心
も
躍
る
よ
う
な
非
常

に
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

菊華高等学校

菊武ビジネス専門学校
　

菊
華
高
等
学
校
と

菊
武
ビ
ジ
ネ
ス
専
門

学
校
の
生
徒
20
名
は
、

７
月
27
日
か
ら
７
月

31
日
の
５
日
間
、
宮

城
県
気
仙
沼
市
小
泉

地
区
を
中
心
に
東
北
地
域
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
も

気
仙
沼
市
東
日
本
大
震
災
遺

構
・
伝
承
館
や
高
野
会
館
な

ど
の
見
学
、
語
り
部
の
方
の

体
験
を
聴
講
、
震
災
時
を
想

定
し
た
自
炊
活
動
等
な
ど
数

多
く
の
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

桜
で
想
い
が
繋
が
る
よ
う
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
桜
の
木

を
10
本
贈
呈
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
国
府

宮
神
社
で
有
名
な
厄

除
け
の
お
守
り
で
あ

る
儺
追
布
（
な
お
い

ぎ
れ
）
を
模
し
て
儺

追
綱
を
た
く
さ
ん
つ

く
り
、「
出
会
え
た
ご

縁
を
強
く
繋
ぎ
、
天

災
や
厄
を
追
い
払
う
」

と
い
う
思
い
を
込
め

て
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々

へ
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
「
繋
ぐ 

万
感 

咲
か
せ
る
」

の
最
初
の
文
字
を
取
っ
て
付

け
ら
れ
た
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ

の
３
代
目
と
し
て
、
貴
重
な

体
験
か
ら
東
北
の
地
で
得
た

こ
と
を
文
化
祭
な
ど
で
仲
間

た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

▶
震
災
遺
構
の
見
学

▶
儺
追
綱
の
贈
呈

▲今年誕生した同好会

　

令
和
６
年
度
の
１
学
期
は
、

書
道
が
好
き
な
３
人
が
集
ま

り
美
を
追
求
す
る
「
書
道
同

好
会
」、
お
も
し
ろ
動
画
を

撮
影
・
編
集
す
る
「
動
画
編

集
同
好
会
」、
入
学
式
や
卒

業
式
で
の
校
歌
斉
唱

や
文
化
祭
な
ど
で
の

発
表
を
目
指
す
「
合

唱
同
好
会
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。
校
舎
の

隅
や
プ
ラ
ン
タ
ー
に

ゴ
ー
ヤ
や
オ
ク
ラ
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
等
を

育
て
る
非
公
認
の
「

園
芸
部
」
も
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
２
学
期
は
演
劇

好
き
が
集
ま
っ
て
、
学
校
行

事
で
の
発
表
に
向
け
て
台
本

作
成
か
ら
発
声
練
習
ま
で
コ

ツ
コ
ツ
行
う「
演
劇
同
好
会
」

が
増
え
ま
し
た
。

三
代
目
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
」

　

 　
　

東
北
地
域
の
継
承
活
動

三
代
目
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
」

　

 　
　

東
北
地
域
の
継
承
活
動

「
同
好
会
」
今
年
も
誕
生

「
同
好
会
」
今
年
も
誕
生



資金収支計算書

科　　　　　目 金　　　額
学生生徒等納付金収入 1,962,209
手数料収入 36,622
寄付金収入 3,498
補助金収入 888,896
付随事業 ･収益事業収入 12,674
受取利息・配当金収入 12,971
雑収入 43,140
前受金収入 515,831
その他の収入 137,090
資金収入調整勘定 △ 513,672
前年度繰越支払資金 2,011,068
収入の部合計 5,110,327
人件費支出 1,683,004
教育研究経費支出 545,597

235,661管理経費支出

186,877施設関係支出
98,790設備関係支出
200,302資産運用支出
137,923その他の支出

資金支出調整勘定 △ 113,342
翌年度繰越支払資金 2,085,107
支出の部合計 5,110,327

活動区分資金収支計算書

科　　　目 金　　額
学生生徒等納付金収入 1,962,209
手数料収入 36,622
寄付金収入 3,498
経常費等補助金収入 885,545
付随事業収入 12,674

管理経費支出 235,529

雑収入 43,140
教育活動資金収入計 2,943,688
人件費支出 1,683,004
教育研究経費支出 545,597

教育活動資金支出計 2,464,130
調整勘定等 47,199
教育活動資金収支差額 526,757
施設整備等活動資金収入計 63,351
施設整備等活動資金支出計 485,666
調整勘定等 37,391
施設整備等活動資金収支差額 △ 384,924
その他の活動資金収入計 14,804
その他の活動資金支出計 82,598
その他の活動資金収支差額
支払資金の増減額 74,039
前年度繰越支払資金 2,011,068
翌年度繰越支払資金 2,085,107

科　　　　目 金　　額
固定資産 12,587,160
　有形固定資産 10,213,894
　特定資産 2,300,302
　その他の固定資産 72,964
流動資産 2,233,924
　現金預金 2,085,107
　未収入金 45,683
　その他 103,134
資産の部合計 14,821,084

固定負債 508,563

退職給与引当金
77,409長期未払金
100,000長期借入金

331,154
流動負債 799,827

未払金 ※ 1 55,107
短期借入金 50,000

その他 694,720
負債の部合計 1,308,390

純資産の部
基本金 18,220,252
　第 1号基本金 18,005,252
　第 2号基本金 20,000
　第 4号基本金 195,000
繰越収支差額 △ 4,707,558
　翌年度繰越収支差額 △ 4,707,558
純資産の部合計 13,512,694
負債及び純資産の部合計 14,821,084

単位　千円

※ 1 の未払金には期末退職者退職金が 31,366千円含まれています。
※減価償却額の累計額の合計額 8,217,921千円

5

科　　　目 金　　額
学生生徒等納付金 1,962,209
手数料 36,718
寄付金 3,670
経常費等補助金 885,545
付随事業収入 12,674
雑収入 43,424
教育活動収入計 2,944,240
人件費 1,684,066
教育研究経費 815,057
管理経費 260,264
徴収不能額等 1,050
教育活動支出計 2,760,437
教育活動収支差額 183,803
教育活動外収入計 12,971
教育活動外支出計 408
教育活動外収支差額 12,563

特別支出計 7,482
特別収支差額 △ 2,341

経常収支差額 196,366
特別収入計 5,141

基本金組入前当年度収支差額 194,025
基本金組入額合計 △ 32,658
当年度収支差額 161,367
前年度繰越収支差額 △ 4,868,925
翌年度繰越収支差額 △ 4,707,559

事業活動収支計算書 貸借対照表

△ 67,794

（令和5年4月1日～令和6年3月31日)

408借入金等利息支出
50,000借入金等返済支出

　

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ

「
チ
ャ
ン
ト
！
」
の

番
組
内
の
「
マ
ヂ
学

校
に
向
か
い
ま
す
」

（
６
月
10
日
放
送
）
の

コ
ー
ナ
ー
で
、
東
海

地
方
の
学
校
で
行
わ

れ
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク

な
授
業
と
し
て
、「
フ

ラ
ワ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

科
」
の
授
業
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
お
笑

い
芸
人
の
マ
ヂ
カ
ル

ラ
ブ
リ
ー
の
お
二
人
が
来
校

さ
れ
、
学
生
た
ち
の
表
情
を

汲
み
取
り
な
が
ら
、
学
生
と

一
緒
に
行
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
実

習
の
体
験
の
模
様
や
学
校
生

活
の
様
子
を
取
材
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
も
徐
々
に
緊
張

が
ほ
ぐ
れ
て
、
と
て
も
和
や

か
な
時
間
の
中
で
、
自
分
の

作
品
が
テ
レ
ビ
に
取
り
上
げ

て
も
ら
え
る
嬉
し
さ
も
あ

り
、
自
分
の
作
品
を
し
っ
か

り
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
生

き
生
き
と
し
た
表
情
で
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い
ま
し

た
。
マ
ヂ
カ
ル
ラ
ブ
リ
ー
の

お
二
人
が
、
時
に
は
学
生
の

作
品
に
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
る

場
面
も
あ
り
、
真
剣
に
話
を

聞
き
入
れ
な
が
ら
、
先
生
を

交
え
て
の
お
話
に
笑
い
あ
り

で
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
授

業
と
な
り
ま
し
た
。
マ
ヂ
カ

ル
ラ
ブ
リ
ー
の
お
二
人
に
も

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
作
品
を
作

っ
て
も
ら
い
、
学
生
た
ち
は

作
品
を
作
る
上
で
大
切
な
こ

と
を
伝
え
な
が
ら
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

緊
張
し
な
が
ら
も
楽
し
い
時

間
に
な
り
ま
し
た
。

▲ドライフラワー作品に取り組むマヂカルラブリー

　

９
月
の
敬
老
会
を
前

に
「
稲
葉
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
」
に
参
加
さ
れ
て

い
る
稲
葉
・
北
山
・
西

の
野
地
区
の
シ
ニ
ア
の

方
々
を
お
招
き
し
て
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
年

長
児
が
お
花
を
生
け
る
と
こ
ろ

を
お
見
せ
し
、
抹
茶
を
点
て
て

お
も
て
な
し
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
大
型
紙
芝
居
を
見
た
り
、

体
操
を
一
緒
に
し
た
り
、
シ
ニ

ア
の
方
の
大
正
琴
の
伴
奏
で
童

謡
を
み
ん
な
で
歌
っ
た
り
し
て

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
地
域
の
方
と
交

流
す
る
機
会
を
様
々
な
場
面
で

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
開
催

「
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
開
催

　

菊
武
幼
稚
園
で
は
、

10
月
５
日
に
園
庭
に

て
運
動
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
お
天
気
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
日
は
運
動
会
に
は

ち
ょ
う
ど
良
い
お
天
気
と
な

り
、
年
中
組
、
年
少
組
、
年

長
組
、
満
３
歳
児
ク
ラ
ス
と

学
年
ご
と
に
時
間
を
分
け
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

満
３
歳
児
ク
ラ
ス
の
初
め

て
の
か
け
っ
こ
で
は
、
園
児

た
ち
が
笑
顔
で
マ
マ
・
パ
パ

に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
く
か

わ
い
い
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
年
長
組
の
プ
リ
テ
ィ

パ
レ
ー
ド
で
は
、
日
頃
の
成

果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
お

そ
ろ
い
の
制
服
で
演
奏
し
な

が
ら
行
進
す
る
姿
は
と
て
も

素
敵
で
し
た
。
最
後
に
園
児

の
皆
さ
ん
全
員
に
メ
ダ
ル
を

お
渡
し
し
て
、
運
動
会
を
無

事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
様
に

参
観
し
て
い
た
だ
き
、
一
生

懸
命
競
技
に
取
り
組
む
子
ど

も
た
ち
の
姿
を
見
て
い
た
だ

け
た
と
思
い
ま
す
。

「
２
０
２
４
秋
の
運
動
会
」
開
催

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
「
チ
ャ
ン
ト
！
」
で

               

本
校
の
授
業
が
紹
介
さ
れ
る

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
「
チ
ャ
ン
ト
！
」
で

               

本
校
の
授
業
が
紹
介
さ
れ
る

　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科

ド
レ
ス
ヘ
ア
メ
イ
ク
コ
ー
ス

１
年
生
の
初
め
て
の
ド
レ
ス

シ
ョ
ー
が
本
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
ク
ラ
ス
全
員
が
力
を

合
わ
せ
て
、
４
月
か
ら
の
授

業
で
ヘ
ア
ス
タ
イ
リ
ン
グ
授

業
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
メ
イ
ク
授

業
・
ド
レ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
て
、
ド
レ
ス
シ
ョ
ー
を

作
り
あ
げ
て
い
き
ま
し
た
。

当
日
は
お
客
様
を
笑
顔
に
す

る
こ
と
が
で
き
、
大
成
功
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

▶
ド
レ
ス
シ
ョ
ー
の
様
子

▶
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
の
様
子

稲葉保育園菊武幼稚園

名古屋ウェディング＆フラワー･ビューティ学院

期
間
限
定

「
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
」

           

オ
ー
プ
ン

期
間
限
定

「
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
」

           

オ
ー
プ
ン

１
年
生
は
じ
め
て
の

　
　
　

「
ド
レ
ス
シ
ョ
ー
」

１
年
生
は
じ
め
て
の

　
　
　

「
ド
レ
ス
シ
ョ
ー
」

▲メッセージカードのプレゼント▲年長組「プリティパレード」を披露 ▲歌のプレゼント　　

　

ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

科
２
年
生
が
、
期
間
限
定
の

エ
ス
テ
サ
ロ
ン
を
校
内
で
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
エ
ス
テ

の
授
業
で
培
っ
た
技
術
を
活

か
し
て
、
お
客
様
一
人
一
人

に
合
わ
せ
た
施
術
を
行
い
ま

し
た
。
お
客
様
に
も
喜
ん
で

い
た
だ
け
て
、
と
て
も
幸
せ

な
顔
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 



https://gakuen.kikutake.com

https://www.nagoya-su.ac.jp

https://www.jc.nagoya-su.ac.jp

https://kikutake.ed.jp

https://www.kikutake.ac.jp

https://nwfb.ac.jp

https://kikutake.com
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「
Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ

皆
ん
な
と
や
る
か
ら

意
味
が
あ
る
」
を
テ

ー
マ
に
、
名
古
屋
産

業
大
学
・
名
古
屋
経

営
短
期
大
学
の
合
同

大
学
祭
が
10
月
12
日
、

13
日
の
２
日
間
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
実
行

委
員
の
学
生
が
中
心

と
な
り
、
企
画
・
準

備
か
ら
取
り
組
ん
だ

各
ゼ
ミ
に
よ
る
模
擬

店
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
ご
来
場
い
た
だ

い
た
皆
様
の
笑
顔
が
溢
れ
る

お
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
ス
カ
バ
ン
ド
「
ラ
フ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
迫
力
あ

る
素
晴
ら
し
い
演
奏
と
ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ダ
ン
ス
披

露
が
行
わ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
か
ら
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
軽
音
サ
ー
ク

ル
の
演
奏
、
カ
ラ
オ
ケ
ス
テ

ー
ジ
、
大
道
芸
「
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
」
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
大
き
な
歓

声
が
何
度
も
上
が
り
、
見
所

が
満
載
で
し
た
。

　

体
育
館
で
は
、
テ
レ
ビ
で

活
躍
中
の
お
笑
い
芸
人
「
納

言
」「
ひ
よ
し
な
か
よ
し
」「
さ

す
ら
い
ラ
ビ
ー
」
の
お
笑
い

ラ
イ
ブ
や
、
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
Ｂ

Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ 

Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」「
Ｑ

Ｕ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
10
」の
ス
ペ
シ
ャ

ル
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
会
場

に
は
学
生
や
市
民
の
皆
さ
ん
、

熱
烈
な
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
、

大
賑
わ
い
で
し
た
。

　

会
場
内
の
模
擬
店
で
は
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
ス
イ
ー

ツ
系
等
、
様
々
な
お
店
が
並

び
、多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

共
同
開
催
の
尾
張
旭
市
民

祭
と
の
合
同
企
画
の
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
や
、
小
学
生
金
管
バ

ン
ド
パ
レ
ー
ド
、
棒
の
手
・

馬
の
塔
の
披
露
な
ど
の
地
域

行
事
も
、
大
学
祭
に
華
を
添

え
て
く
れ
ま
し
た
。

▲ダンスサークルのダンス披露　

「
合
同
大
学
祭
」

　
　
　
　

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う

「
合
同
大
学
祭
」

　
　
　
　

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う

　

名
古
屋
産
業
大
学
・
名
古

屋
経
営
短
期
大
学
の
合
同
講

義
の
ゲ
ス
ト
講
師
に
作
家
で

ご
活
躍
の
乙
武
洋
匡
さ
ん
を

お
招
き
し
、
６
月
11
日
に
特

別
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
講
義
で
は
、
乙
武
さ
ん

が
「
ど
う
い
っ
た
状
況
を
障

が
い
と
考
え
る
か
？
」
と
学

生
た
ち
に
問
い
か
け
、
具
体

例
を
10
個
挙
げ
、
障
害
と
思

う
か
思
わ
な
い
か
、
そ
う
判

断
す
る
理
由
を
学
生
た
ち
と

意
見
交
換
し
ま
し
た
。
障
が

い
と
思
う
判
断
基
準
と
し
て
、

身
体
的
な
違
い
だ
け
で
な
く
、

心
の
違
い
、
日
常
生
活
で
支

障
が
あ
る
か
な
い
か
、
や
り

た
い
こ
と
が
出
来
る
か
で
き

な
い
か
な
ど
、
学
生
た
ち
は

真
剣
に
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

乙
武
さ
ん
は
学
生
一
人
一
人

の
発
言
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

助
言
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
乙
武
さ
ん
は
ご

自
身
の
人
生
経
験
を
踏
ま
え

て
「
学
生
の
皆
さ
ん
は
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
自
分
自
身
の
選
択
肢
を

広
げ
て
ほ
し
い
」
と
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
ま
し
た
。▲乙武洋匡氏による特別講義　

作
家
の
乙
武
洋
匡
さ
ん
が
特
別
講
義

作
家
の
乙
武
洋
匡
さ
ん
が
特
別
講
義

　

名
古
屋
産
業
大

学
・
名
古
屋
経
営

短
期
大
学
で
は
、
地

元
・
尾
張
旭
市
内

の
道
路
等
の
公
共

施
設
を
一
定
区
間

の
美
化
・
清
掃
活

動
に
取
り
組
む
「

尾
張
旭
市
公
共
施

設
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
」（
里
親
制

度
）
の
活
動
団
体

に
認
定
さ
れ
、
７

月
29
日
に
活
動
区

域
で
あ 

る
こ
と
を
示
す
看
板

（
ア
ダ
プ
ト
サ
イ
ン
）
が
、
市

道
に
面
し
た
本
学
の
植
え
込

み
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
産
業
大
学
現
代
ビ

ジ
ネ
ス
学
部
の
島
宗
俊
郎
特

任
講
師
と
名
古
屋
経
営
短
期

大
学
別
科
の
学
生
た
ち
が
、
尾

張
旭
キ
ャ
ン
パ
ス
に
面
し
た

市
道
（
城
山
街
道
）
を
清
掃

す
る
取
組
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
尾
張
旭
市
長
に
「
里
親

届
」
を
提
出
し
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
本
学
は
、
こ
れ
ま
で

も
正
課
内
・
外
の
時
間
帯
を

利
用
し
て
地
域
の
美
化
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
尾

張
旭
市
の
支
援
を
受
け
る
こ

と
で
今
後
の
取
組
に
弾
み
が

つ
き
ま
す
。

▲アダプトサインと短大別科

「アダプトプログラム」
認定で地域美化に貢献
「アダプトプログラム」
認定で地域美化に貢献

　

名
古
屋
産
業
大
学
・
名
古

屋
経
営
短
期
大
学
で
は
、
地

域
貢
献
の
一
環
と
し
て
一
般

市
民
や
保
護
者
の
皆
様
を
対

象
に
公
開
講
座
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
令
和
６
年
度
は
６

月
29
日
か
ら
12
月
14
日
に
か

け
て
、
本
学
教
員
が
自
身
の

研
究
分
野
に
基
づ
い
て
49
講

座
を
開
講
し
、
子
育
て
・
美

容
・
介
護
・
健
康
・
ビ
ジ
ネ

ス
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
毎
日

の
暮
ら
し
や
勉
強
に
役
立
つ

講
座
を
行
い
ま
す
。
土
曜
日

１
回
90
分
で
気
軽
に
学
べ
る

内
容
で
、
参
加
は
す
べ
て
無

料
（
一
部
の
講
座
で
材
料
費

を
実
費
徴
収
）
で
す
。

　
「
唄
っ
て
、
踊
っ
て
、
太
鼓

で
遊
ぼ
う
！
！
」
で
は
、
簡

単
な
太
鼓
を
作
っ
て
、
音
楽

に
合
わ
せ
な
が
ら
和
太
鼓
の

演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
介
護
法
定
研
修
講
座
」
で

は
、
介
護
福
祉
に
従
事
し
て

い
る
方
な
ど
を
対
象
に
、
身

体
拘
束
・
虐
待
防
止
、
精
神

的
ケ
ア
に
関
す
る
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｓ
ｃ
ｒ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ（
ス
ク

ラ
ッ
チ
）
で
初
め
て
の
ゲ
ー

ム
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
で

は
、小
学
生
親
子
や
中
学
生
、

高
校
生
を
対
象
に
、ゲ
ー
ム
・

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
作
成
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
開
講
座
に
関
す
る
内
容
等

に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
支

援
課
公
開
講
座
係
（TEL.05

61-55-3078

）
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
令
和
６
年
度
公
開
講
座
」
開
講

「
令
和
６
年
度
公
開
講
座
」
開
講

▲ゲーム・プログラミング ▲唄って、踊って、太鼓で遊ぼう！！　

　

名
古
屋
産
業
大
学
・
名
古

屋
経
営
短
期
大
学
で
は
、
今

年
も
尾
張
旭
市
近
郊
の
小
学

生
を
対
象
に
「
平
子
の
森
」

（
尾
張
旭
市
平
子
町
北
地
内
）

を
活
用
し
た
「
夏
休
み
体
験

講
座
」
を
７
月
25
日
か
ら
８

月
20
日
に
か
け
て
計
４
回
開

催
し
ま
し
た
。

　
「
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
て
み

よ
う
！
」
で
は
、
ド
ロ
ー
ン

を
実
際
に
操
縦
し
、
操
縦
の

面
白
さ
楽
し
さ
を
体
感
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
平
子
の
森
の

樹
木
講
座
＆
植
物
の
し
お
り

づ
く
り
」
で
は
、
樹
木
を
観

察
し
て
、
代
表
的
な
木
の
種

類
を
学
び
、
お
気
に
入
り
の

葉
っ
ぱ
で
し
お
り
を
作
り
ま

し
た
。
そ
の
他
、「
平
子
の
森

の
木
を
利
用
し
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
や
「
平
子
の
森
の

体
験
を
Ａ
Ｉ
で
イ
ラ
ス
ト
に

し
よ
う
！
」
を
行
う
な
ど
、

平
子
の
森
の
資
源
や
環
境
を

活
か
し
て
行
わ
れ
た
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
体
験
講
座
を

と
お
し
て
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
い
夏
の
思
い
出

を
作
り
ま
し
た
。

「
平
子
の
森
」
夏
休
み
体
験
講
座
を
開
催

「
平
子
の
森
」
夏
休
み
体
験
講
座
を
開
催

▲ドローンを飛ばしてみよう！▲平子の森の樹木講座

名古屋産業大学 ・名古屋経営短期大学
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